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特集　研さん重ね 文化・芸術で多大な功績

　

11
月
３
日
、「
平
成
24
年
度
鹿
追
町

文
化
祭
記
念
式
典
」（
町
教
育
委
員
会

主
催
）
が
町
民
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

芸
術
・
文
化
の
分
野
で
大
き
な
成
果

を
挙
げ
ら
れ
た
受
賞
者
お
よ
び
関
係

者
が
出
席
す
る
中
、
臼
井
あ
や
子
町
教

育
委
員
長
が
「
町
民
一
人
一
人
が
『
ふ

る
さ
と
鹿
追
』
に
根
を
下
ろ
し
、
心
温

か
な
人
間
性
を
育
み
、
芸
術
と
文
化

の
香
り
が
漂
い
人
々
が
生
き
て
活
き

る
町
づ
く
り
に
一
層
思
い
を
深
く
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
式

辞
。

　

受
賞
者
に
は
臼
井
委
員
長
と
小
林

潤
教
育
長
か
ら
表
彰
状
な
ど
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
追
町
文
化
連

盟
表
彰
、
環
境
美
化
標
語
表
彰
、
鹿
追

町
学
校
教
育
推
進
協
議
会
表
彰
も
実

施
。
町
子
ど
も
作
品
展
金
賞
受
賞
者
等

に
主
催
者
か
ら
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

𠮷
田
弘
志
町
長
と
埴
渕
賢
治
町
議

会
議
長
の
祝
辞
の
あ
と
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
鹿
野
内
要
さ
ん
が
「
今
回
の
受

賞
は
、
私
一
人
の
力
で
は
な
く
、
先
輩

方
の
ご
指
導
、
仲
間
の
協
力
と
励
ま
し

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
こ
れ
か
ら
も
鹿

追
の
文
化
の
発
展
の
た
め
に
、
新
し
い

世
代
へ
時
代
を
超
え
た
伝
承
を
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
各
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

■ 

文
化
奨
励
賞

　
鹿
野
内
　
要

　
　
　
　
　
　
　
　

　

白
蛇
姫
舞
保
存
会
入
会
後
、
親
蛇
の

蛇
頭
を
20
年
以
上
担
い
、
現
在
は
白
蛇

姫
舞
の
演
出
責
任
者
と
し
て
、
ま
た
舞

総
体
の
指
導
者
と
し
て
創
作
と
後
進

の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
52
年
に
保
存
会
理
事
、
同
54
年

に
は
同
副
会
長
に
就
任
し
、「
白
蛇
姫

舞
」
を
町
の
無
形
文
化
財
指
定
と
伝
統

芸
能
と
し
て
地
域
に
根
付
か
せ
る
な

ど
、
33
年
に
わ
た
り
文
化
活
動
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　
中
　
野
　
久
　
子

　

鹿
追
愛
吟
会
に
昭
和
54
年
に
入
門
、

以
降
34
年
間
吟
道
の
研
さ
ん
に
努
め
、

昭
和
62
年
に
準
師
範
、
平
成
22
年
に
９

段
位
の
資
格
を
取
得
し
、
現
在
は
会
員

の
吟
詠
指
導
や
会
の
運
営
に
も
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
文
化
連
盟
の
常
任
理
事
を

５
年
務
め
、
さ
ら
に
は
鹿
追
大
正
琴
同

好
会
、
七
宝
焼
同
好
会
に
も
所
属
し
幅

広
く
文
化
活
動
で
活
躍
す
る
な
ど
、
長

年
に
わ
た
り
町
の
文
化
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

                         

■ 

青
少
年
文
化
奨
励
賞

【
小
学
生
の
部
】

　
三
　
上
　
港
　
平 

　
　
　
　
　
上
幌
内
小
学
校
１
年
生

　

第
18
回
馬
の
絵
作
品
展　

入
賞
（
十

勝
造
形
サ
ー
ク
ル
委
員
長
賞
）

　
中
　
野
　
賢
太
郎

　
　
　
　
　
　

鹿
追
小
学
校
１
年
生

　

鹿
追
ウ
イ
ン
ド
ゥ
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

第
６
回
花
の
絵
コ
ン
テ
ス
ト　

鹿
追

町
長
賞

　　
正
　
保
　
　
元

　
　
　
　
　
　

瓜
幕
小
学
校
２
年
生

　

第
39
回
全
道
幼
児
・
児
童
動
物
画
コ

ン
ク
ー
ル　

特
別
賞
（
お
た
る
水
族
館

長
賞
）、
第
８
回
メ
リ
ッ
ト
「
み
ん
な

の
夢
」
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル　

優

秀
賞
、
第
44
回
旭
川
市
旭
山
動
物
園
児

童
動
物
画
コ
ン
ク
ー
ル　

小
学
校
低

学
年
の
部
（
１
〜
３
年
）　

金
賞　

　
中
　
村
　
勇
　
太

　
　
　
　
　
　

鹿
追
小
学
校
２
年
生

　

十
勝
毎
日
新
聞
社
お
父
さ
ん
の
似

顔
絵
コ
ン
ク
ー
ル　

２
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

　　
松
　
見
　
湧
　
斗

　
　
　
　
　
　

瓜
幕
小
学
校
４
年
生

　

第
44
回
旭
川
市
旭
山
動
物
園
児
童

動
物
画
コ
ン
ク
ー
ル　

小
学
校
高
学

年
の
部　

特
別
賞
（
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
旭
川
わ
く
わ
く
動
物
賞
）

　
横
　
井
　
炉
　
佳

　
　
　
　
　
　

瓜
幕
小
学
校
５
年
生

　

第
44
回
旭
川
市
旭
山
動
物
園
児
童

動
物
画
コ
ン
ク
ー
ル　

小
学
校
高
学

年
の
部
（
４
〜
６
年
）　

特
別
賞
（
旭

山
動
物
園
く
ら
ぶ
賞
）

■ 

青
少
年
文
化
褒
賞

【
小
学
生
の
部
】

　
重
　
野
　
空
　
李

　
　
　
　
　
　

鹿
追
小
学
校
２
年
生

　

十
勝
毎
日
新
聞
社
お
母
さ
ん
の
似

顔
絵
コ
ン
ク
ー
ル　

２
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

　
竹
　
俣
　
佳
　
那

　
　
　
　
　

上
幌
内
小
学
校
２
年
生

　

十
勝
毎
日
新
聞
社
お
母
さ
ん
の
似

顔
絵
コ
ン
ク
ー
ル　

２
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

◆ 

鹿
追
町
文
化
連
盟
賞

（
鹿
追
町
文
化
連
盟
表
彰
）

　　
坂
　
本
　
俊
　
勝

　

昭
和
53
年
に
北
鹿
追
カ
ラ
オ
ケ
同

好
会
へ
入
会
し
、
そ
の
後
第
３
代
会
長

に
就
任
。
昭
和
59
年
に
鹿
追
カ
ラ
オ
ケ

連
合
会
へ
入
会
以
来
、
平
成
12
年
か
ら

は
同
会
の
副
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
山
　
田
　
壮
　
一

　

昭
和
59
年
に
白
蛇
姫
舞
保
存
会
へ

研
さ
ん
重
ね 

文
化
・
芸
術
で
多
大
な
功
績

［
特
集
］

平
成
24
年
度 

鹿
追
町
文
化
祭
記
念
式
典

文化奨励賞 鹿野内
要さんによる謝辞

式辞を述べる臼井
あや子教育委員長
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入
会
以
来
、
28
年
に
わ
た
り
保
存
会
員

と
し
て
舞
の
先
頭
に
立
っ
て
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
62
年
か
ら
理

事
に
、
平
成
19
年
か
ら
は
４
代
目
の
会

長
に
就
任
し
、
現
在
も
保
存
会
の
中
心

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
尾
　
上
　
和
　
昭

　

昭
和
58
年
に
白
蛇
姫
舞
保
存
会
へ

入
会
以
来
、
29
年
に
わ
た
り
保
存
会
員

と
し
て
、
子
蛇
の
蛇
頭
と
し
て
舞
の
先

頭
に
立
っ
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
昭
和
60
年
か
ら
理
事
に
、
平
成
19

年
か
ら
は
副
会
長
に
就
任
し
、
現
在
も

保
存
会
の
中
心
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
鹿
　
焼
　
会

　

平
成
13
年
４
月
に
会
を
設
立
。
町
内

で
産
出
さ
れ
る
粘
土
な
ど
を
材
料
と

し
て
陶
芸
活
動
を
続
け
、
平
成
23
年
か

ら
は
作
品
展
示
会
を
開
催
す
る
な
ど

伝
統
工
芸
で
あ
る
陶
芸
文
化
の
発
展
、

普
及
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 

環
境
美
化
標
語
表
彰

（
鹿
追
町
表
彰
）

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
＝
菅
原
亜
水

優
秀
賞
＝
澤
城
璃
空
、
吉
田
葵
、
栗
本

寛
也

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
＝
馬
場
桃
音

優
秀
賞
＝
葭
本
樹
奈
、
樋
口
立
、
東
原

由
佳

● 

鹿
追
町
子
ど
も
作
品
展
金
賞

（
鹿
追
町
学
校
教
育
推
進
協
議
会
表
彰
）

【
書
写
の
部
】

　

瀬
戸
梨
々
華
（
瓜
幕
小
学
校
１
年
）、

長
沢
元
太
（
同
２
年
）、林
中
優
月
（
鹿

追
小
学
校
３
年
）、
菊
池
陸
斗
（
上
幌

内
小
学
校
４
年
）、
前
多
翔
（
通
明
小

学
校
５
年
）、
熊
谷
帆
華
（
同
６
年
）、

新
田
恭
子
（
瓜
幕
中
学
校
２
年
）

【
図
画
の
部
】

　

上
村
光
璃
（
鹿
追
保
育
園
）、
熊
谷

茉
華
（
通
明
小
学
校
１
年
）、
齋
藤
妃

菜
（
鹿
追
小
学
校
２
年
）、
藤
井
修
哉

（
同
３
年
）

【
絵
画
の
部
】

　

井
出
琴
心
（
瓜
幕
中
学
校
１
年
）、

國
島
綾
里
（
鹿
追
中
学
校
２
年
）

【
技
術
家
庭
の
部
】

　

横
井
炉
佳
（
瓜
幕
小
学
校
５
年
）、

田
中
風
（
同
６
年
）、
渡
邊
誠
也
（
鹿

追
中
学
校
１
年
）、
戸
草
克
駿
（
同
２

年
）

【
工
作
・
工
芸
の
部
】

　

田
苅
子
雄
大
（
鹿
追
幼
稚
園
）、
松

井
か
な
で
（
鹿
追
小
学
校
１
年
）、
山

本
芽
生
（
同
２
年
）、
川
津
愛
来
（
笹

川
小
学
校
３
年
）、
西
島
愛
茄
（
鹿
追

小
学
校
４
年
）、
山
口
優
希
（
上
幌
内

小
学
校
５
年
）、
佐
々
木
海
帆
（
鹿
追

小
学
校
６
年
）

【
デ
ザ
イ
ン
の
部
】

　

宇
井
心
（
笹
川
保
育
所
）、
大
西
遥

（
鹿
追
小
学
校
５
年
）、
堀
川
尊
広
（
瓜

幕
中
学
校
３
年
）

◆ 

感
謝
状

　
鈴
　
木
　
運
　
蔵

　

郷
土
資
料
充
実
の
た
め
動
物
の
毛

皮
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　
松
　
本
　
健
　
次

　

図
書
館
図
書
整
備
の
た
め
に
多
額

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

企
画
財
政
課 

企
画
開
発
係

　

経
済
産
業
省
で
は
、
平
成
24
年

工
業
統
計
調
査
を
従
業
員
４
人

以
上
の
す
べ
て
の
製
造
事
業
所

を
対
象
と
し
て
、
12
月
31
日
時
点

で
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
に
お
け

る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
重
要
な

調
査
で
、
調
査
結
果
は
中
小
企
業

施
策
や
地
域
振
興
な
ど
、
各
種
行

政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
利

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

平
成
24
年
12
月
か
ら
平
成
25
年

１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
対
象

と
な
る
事
業
所
に
お
伺
い
し
ま

す
。

　

調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密

が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
調
査
の

趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

す
け
っ
と
百
人
会
が
乗
馬
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
を
寄
贈

瓜
幕
支
所 

地
域
振
興
係

　

10
月
28
日
、
町
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

パ
ー
ク
に
お
い
て
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）「
す
け
っ

と
百
人
会
」（
荒
金
章
次
会
長
）

か
ら
う
り
ま
く
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

チ
ー
ム
へ
乗
馬
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

や
ブ
ラ
シ
な
ど
乗
馬
用
品
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

う
り
ま
く
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

チ
ー
ム
は
、
乗
馬
の
練
習
を
行

い
、
毎
年
十
勝
管
内
の
各
種
大
会

に
参
加
し
優
秀
な
成
績
を
残
し

て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
す
け
っ
と
百
人
会
」

は
、
十
勝
地
域
の
地
域
お
こ
し
、

村
づ
く
り
、
自
然
環
境
の
保
全
、

国
際
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
活
動
し
、
鹿
追
町
で
は
乗
馬

事
業
や
コ
タ
ン
村
活
動
に
協
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
米
研
修
員
が
地
産

地
消
の
先
進
事
例
を
学
ぶ

農
業
振
興
課 

農
政
係

　

10
月
31
日
、
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に
よ

る
中
米
の
研
修
員
が
来
町
し
、
𠮷

田
弘
志
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
コ
ス
タ
リ
カ
な

ど
中
米
７
カ
国
の
母
国
に
お
け

る
生
活
改
善
事
業
普
及
を
目
的

に
、
平
成
23
年
度
か
ら
３
年
間
実

施
。
今
回
は
各
国
の
中
央
や
地
方

機
関
で
中
間
管
理
職
の
研
修
員

15
人
が
10
月
14
日
に
来
日
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
筑
波
な
ど
首
都
圏
で
研
修

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
行
は
地
元
農
産
物
の
加
工
・

販
売
の
先
進
事
例
と
し
て
、
町

ワ
ー
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
地
場
産

品
加
工
施
設
な
ど
を
視
察
。
11
月

２
日
ま
で
管
内
外
の
先
進
事
例

を
視
察
後
、
筑
波
へ
戻
り
研
修
を

続
け
、
10
日
に
帰
国
し
ま
し
た
。

臓
器
提
供
意
志
カ
ー
ド
を
お
持

ち
く
だ
さ
い北

海
道 

保
健
福
祉
部

　

臓
器
移
植
は
、
心
臓
や
腎
臓
、

角
膜
な
ど
各
種
臓
器
の
機
能
障
害

に
苦
し
む
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
大

き
な
希
望
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

臓
器
移
植
は
、
善
意
に
よ
る

臓
器
の
提
供
が
あ
っ
て
こ
そ
成

り
立
つ
医
療
で
す
。「
あ
げ
た
い
」

「
あ
げ
た
く
な
い
」
と
い
う
ど
ち

ら
の
意
志
も
尊
重
さ
れ
ま
す
。

　

大
切
な
家
族
と
よ
く
話
し

合
っ
て
、
自
分
の
意
志
を
「
臓
器

提
供
意
志
表
示
カ
ー
ド
」
並
び
に

「
運
転
免
許
証
」
お
よ
び
「
健
康

保
険
証
」
の
裏
面
に
表
示
し
、
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　
「
臓
器
提
供
意
志
表
示
カ
ー

ド
」
は
、
保
健
所
、
市
町
村
、
医

療
機
関
、
薬
局
、
郵
便
局
、
警
察

署
、
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

窓
口
に
備
え
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先　

最
寄
り
の
保
健

所
、
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
東
日
本
支
部
北
海
道
連
絡
所

☎
０
１
１
（
２
０
９
）
１
４
９
０

社
会
に
広
げ
よ
う

　
　
　
　
　

被
害
者
支
援
の
輪

新
得
警
察
署

　

警
察
や
民
間
被
害
者
支
援
団

体
な
ど
は
、
犯
罪
被
害
者
の
方
や

遺
族
な
ど
の
求
め
に
応
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ま
で
、
被
害
者
を
支
え
る

取
り
組
み
を
広
げ
、
地
域
に
お
け

る
各
種
被
害
者
支
援
活
動
へ
の

積
極
的
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
犯
罪
被
害
者
週
間　

　

11
月
25
日
〜
12
月
１
日

　

新
得
警
察
署
で
は
、
被
害
者
支

援
に
関
す
る
窓
口
を
設
け
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
新
得
警
察
署

　

☎
０
１
５
６
（
64
）
０
１
１
０

担
当
課
・
係
か
ら

ひ
と
こ
と

お
知
ら
せ

　 

掲
示
板
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町の話題      town’s  topics 

town’s topics   

11  

月

10  

月
21/ 日

24/ 水

27/ 土

28/ 日

31/ 水

３/ 土

４/ 日

10/ 土

11/ 日

17/ 土

18/ 日

□ふれあい 2012in 鹿追

□第 16 回農業委員会総会

□平成 24 年度瓜幕中学校文化祭 □鹿

追中学校吹奏楽部第 26 回定期演奏会

□第 17 回鹿追町ライディングパーク乗

馬競技発表会 □平成 24 年度鹿追町陸

上競技協会年間優秀選手賞等表彰式

□鹿追町民文化祭作品展示〜 11/4

□第３回しかおいトレイルラン □平成

24 年度鹿追町文化祭記念式典

□鹿追町民文化祭芸能発表

□平成 24 年度鹿追町立瓜幕小学校・瓜

幕保育所合同学習発表会 □笹川小学校

開校 100 周年記念 笹川小学校・笹川保

育所合同学習発表会

□鹿追小学校学習発表会

□平成 24 年度上幌内小学校・上幌内保

育所学習発表会 □平成 24 年度通明小

学校・通明保育所合同学芸会

□鹿追幼稚園発表会

　11 月 11 日、東京鹿追会（高野尚士会長、会
員72人）の「第26回定期総会」が東京都浅草
で開催されました。
　総会には41人が出席。懇親会には鹿追町から
𠮷田弘志町長ほか町議会、農業委員会、農業協
同組合、商工会などの代表者９人が出席しまし
た。高野会長から今年９月に行われた「ふるさ
と訪問」の思い出などについてお話がありまし
た。また、鹿追町からは、町の近況報告、町歌
のフルート演奏などが披露されました。

東京鹿追会が第26回定期総会
町から９人が参加し親睦深めるtop

ics

　11月４日、「鹿追町民文化祭 芸能発表」（同実
行委員会主催）が町民ホールで開催されました。
　町内の文化団体、サークルなど19団体200人
が出演。「ハープさくら」の大正琴でスタートし、
舞踊やカラオケ、民謡など日ごろの練習の成果
を披露しました。また、10月31日から11月４
日までは「作品展示」が行われ、町民からの作
品 927 点が集まりました。習字や絵画、盆栽、
陶芸などの多くの力作が展示されました。

日ごろの成果を披露
町民文化祭〜芸能発表・作品展示〜top

ics

　10 月 11 日、愛知県で開催された「全国過疎
問題シンポジウム」において、鹿追町の取り組
みが優良事例として全国過疎地域自立促進連盟
会長賞を受賞しました。
　過疎地域の自立を目指し、地域の活性化に取
り組む団体が対象。町環境保全センターのバイ
オガス発電や消化液の耕地散布による地域内資
源循環型農業の実現、若い世代の農業回帰の
動きが過疎の解消や地域の自立に向けたモデル
ケースになる事例として評価されました。

過疎地域自立促進優良事例表彰
資源循環型農業の取り組みが評価top

ics

　11月３日、「第３回しかおいトレイルラン」（同
実行委員会主催）が、町内の特設コースで行わ
れました。
　「アドベンチャーコース」など20.6 ～５㎞の
全３コース。馬の道や牧場内など多彩なコース
が設定されました。86人の出場者はあいにくの
小雨混じりと強風の中、悪路をものともせず力
走しました。完走後は温かいそばなどで疲れを
癒やしました。

風と寒さに負けず悪路を力走
第３回しかおいトレイルランtop

ics

　10 月 16 日、「町民地域安全大会」（町・町安
全で住みよいまちづくり推進協議会主催）が、
町民ホールアーケード内で開催されました。
　地域の犯罪防止や交通安全意識の向上を目的
に実施。町内の各事業所・関係者など約40団体、
200人が参加しました。𠮷田弘志町長は「一人
一人の意識向上により、安全で住みやすい町に
なる」とあいさつ。参加者は国道274号沿いに
て旗波をしながら、交通安全を啓発しました。

旗波で交通安全を呼びかける
町民地域安全大会top

ics

　10月28日、「第17回鹿追町ライディングパー
ク乗馬競技発表会」（町主催）が、同パークで行
われました。
　日ごろの乗馬練習の成果を発表する場として実
施。うりまくライディングチーム、通明小学校、
子供乗馬スクール、鹿追乗馬クラブから32人が
参加しました。各競技で、騎乗姿勢や馬が規定演
技を行っているかなどの審査や音楽に合わせて人
と馬が演技する「カドリール」が披露されました。

乗馬練習の成果を発揮
ライディングパーク乗馬競技発表会top

ics
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伊藤　英江 さん  （仲町）

ペパーミントの会 会長

幸せな子育てをしてほしい。
どのような子どもの親でも。

− 80 −

　
「
ま
さ
か
我
が
子
が
、
と
い
う
思
い
も

あ
り
ま
し
た
」

　

我
が
子
に
障
が
い
が
あ
る
と
わ
か
っ
た

の
は
24
か
月
の
乳
幼
児
健
診
の
と
き
。
健

常
者
の
子
育
て
よ
り
ず
っ
と
大
き
な
悩
み

を
抱
え
る
中
、
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
の
会
へ
入

会
を
勧
め
ら
れ
た
。

　

ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
の
会
は
、
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
お
子
さ
ん
の
保
護
者

が
、
育
児
不
安
の
軽
減
を
目
的
に
平
成
14

年
発
足
、
会
員
は
現
在
15
人
。
近
隣
町
の

同
様
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
会
と
の
交

流
、
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
受
講

者
と
当
事
者
の
会
で
あ
る
ポ
ピ
ー
の
会
や

も
み
じ
工
房
と
連
携
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

な
ど
お
楽
し
み
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

伊
藤
さ
ん
は
平
成
16
年
に
入
会
、
平
成

23
年
か
ら
会
長
に
就
く
。

　
「
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
の
親
は
不
安

が
す
ご
く
大
き
い
。
こ
の
会
が
あ
る
お
か

げ
で
悩
ん
で
い
る
の
が
ひ
と
り
だ
け
で
は

な
い
と
知
り
、
す
ご
く
励
ま
さ
れ
る
」

　

毎
月
1
回
、
金
曜
の
夜
に
例
会
を
行
っ

て
い
る
。「『
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
』
と

悩
み
を
聞
い
て
も
ら
い
共
感
し
て
も
ら

う
。
こ
れ
だ
け
で
も
同
じ
悩
み
を
持
つ
親

が
通
じ
合
い
、
気
持
ち
を
軽
く
で
き
る
」

　

会
員
の
子
ど
も
は
、
下
は
幼
稚
園
児
、

上
は
二
十
歳
過
ぎ
ま
で
と
幅
広
い
。「
大

き
い
子
を
持
つ
会
員
か
ら
、
時
に
は
実
体

験
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
も
あ

る
」

　

課
題
と
し
て
、「
日
本
で
は
異
質
な
も

の
を
受
け
入
れ
な
い
傾
向
が
強
い
。
あ
る

が
ま
ま
の
人
を
受
け
入
れ
る
の
は
難
し
い

部
分
も
あ
る
が
、
障
が
い
へ
の
無
知
に
よ

る
誤
解
や
偏
見
が
一
番
恐
ろ
し
い
。
以
前

よ
り
は
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
て
い
る
が
、
欧

米
と
は
ま
だ
開
き
が
あ
る
。
少
し
で
も
障

が
い
を
持
つ
人
に
つ
い
て
知
っ
て
ほ
し

い
。
私
た
ち
も
考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
声
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
」

　

結
び
に
、「
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
で
も
、

親
は
幸
せ
な
子
育
て
を
し
て
ほ
し
い
。
欲

を
言
え
ば
お
父
さ
ん
に
も
子
育
て
に
参
加

し
て
ほ
し
い
。
仕
事
が
忙
し
い
と
き
は
、

お
母
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
同
意
し
て
く
れ

る
だ
け
で
助
か
る
。

　

ま
た
、
障
が
い
を
持
つ
人
を
ま
ち
で
見

か
け
た
時
は
、
ち
ょ
っ
と
気
に
か
け
て
、

優
し
く
見
守
っ
て
ほ
し
い	

」
と
語
る
。

　

現
在
は
12
月
16
日
開
催
の
ク
リ
ス
マ
ス

会
に
向
け
準
備
を
進
め
る
。

※
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
の
会
に
興
味
が
あ
る
方

は
、
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
（
☎
（
66
）

１
３
１
１
）
ま
で
連
絡
を
。

8

気
を
つ
け
て
！ 
悪
質
商
法

 

気
を
つ
け
て
！ 
悪
質
商
法

　
　
　
　
　
　
　
12
月
の 

消
費
生
活
相
談
員 

相
談
日 

12
月
の
「
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
来
町
相
談
日
」
は
次
の
と
お
り
で
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
相
談
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
相
談
日　

12
月
11
日
（
火
）
午
後
２
時
〜
４
時
30
分

●
会　

場　

ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
（
東
町
４
丁
目
１
）

●
相
談
員　

上
村 

正
子
（
か
み
む
ら 

ま
さ
こ
）
帯
広
市
在
住

※  

こ
の
日
以
外
で
も
相
談
は
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
（
☎

（
66
）
４
０
３
４
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

  【 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
現
金
化 

に
ご
注
意
を 

】

　
現
金
化
業
者
が
申
込
者
の
カ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
で
何
か
買

い
物
を
さ
せ
、
そ
の
金
額
の
何
割
か
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
手

口
で
す
。
し
か
し
、
買
い
物
を
し
た
分
は
、
い
ず
れ
必
ず
カ
ー
ド
会

社
に
返
済
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

◆ 

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
・�

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
の
現
金
化
と
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
後
払

い
で
購
入
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
を
換
金

目
的
で
利
用
す
る
こ
と
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
員
規
約
に
違
反

す
る
行
為
の
た
め
利
用
停
止
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
・�

手
に
入
れ
た
現
金
と
後
か
ら
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
カ
ー

ド
利
用
代
金
の
差
額
分
を
実
質
的
な
金
利
と
考
え
た
場
合
、
多

重
債
務
の
消
費
者
を
狙
っ
た
ヤ
ミ
金
の
高
金
利
と
同
様
と
言
え

ま
す
。

　
・�

一
時
的
に
は
現
金
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、

高
額
な
カ
ー
ド
利
用
代
金
の
支
払
い
に
追
わ
れ
、
債
務
を
増
や

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
23
年
12
月
10
日
、
国
連
第
３
回
総
会
に

お
い
て
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
の

を
記
念
し
て
、
国
連
で
は
12
月
10
日
を
「
人
権

デ
ー
」
と
定
め
、
加
盟
国
な
ど
に
人
権
思
想
の

啓
発
の
た
め
の
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
毎
年
12
月

10
日
を
最
終
日
と
す
る
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
全
国
各
地
で
、
人
権
尊
重
思
想
の
普

及
高
揚
を
呼
び
か
け
る
啓
発
活
動
な
ど
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。

　

釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局
お
よ
び
帯
広
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
右
記
の
活
動
の
一

環
と
し
て
、
下
記
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
し
、
人
権
擁
護
委
員
が
地
域
住
民
の
皆

さ
ま
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
、
事
前
予
約
も
不
要

で
す
の
で
、
人
権
に
関
し
て
の
悩
み
事
や
困
り

事
が
あ
る
方
は
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
鹿
追
町
特
設
人
権
相
談
所
》

◆ 

日
時
：
12
月
６
日
（
木
） 

午
後
１
時
〜
３
時

◆ 

場
所
：
町
民
ホ
ー
ル　

セ
ミ
ナ
ー 

Ａ
・
Ｂ

　
　
　
　
（
東
町
３
丁
目
２
）

◆ 

鹿
追
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

　

・
宮
下　

弘
子
さ
ん

　

・
森
末　

彰
徳
さ
ん

　

・
大
前　

眞
優
子
さ
ん

◆ 

問
合
せ
先

　

帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
事
務
局

　

高
坂
・
法
務
局　

小
野
木

　

☎
０
１
５
５
（
24
）
５
８
２
３

「
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　

ー 

12
月
４
日
か
ら
10
日
は
「
人
権
週
間
で
す
」 

ー
人権イメージキャラクター 人KENまもる君（左）
人権イメージキャラクター 人KENあゆみちゃん（右）
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寒い冬に負けない
からだを作ろう！

☆お知らせ☆   母子手帳発行の際には 事前に電話予約をお願いします
　トリムセンターでは随時母子手帳の発行を行っていますが、保健師が不在になったり、
健診などですぐに対応できず、お待ちいただく場合があります。
　事前に、トリムセンター（☎66-1311）までお電話ください。

 巡回健康バス一般開放日は 12月６日（木）です

　巡回健康バス一般開放日は12月６日（木）午前10時から午後４時までです。脳
のトレーニングや体脂肪を測るなどの機器がありますので、ご利用希望の方はトリ
ムセンター事務所に声を掛けてください。

健康へのメッセージ

シリーズ野菜 ⑧
　今は一年中、ハウス栽培などで豊富な種類の野菜が手に入ります。
とはいえ、いちばん味がよく、栄養価が高い上に価格が比較的安いのが
旬の野菜たち。
　「シリーズ野菜」では、旬の野菜を賢く食べる方法をご紹介します。

●ウイルスに負けないためには●
・ 体を冷やさないよう、服装に気をつけましょ

う。
・ 疲労をためないよう、休養を十分にとりましょ

う。
・ 体の抵抗力を高めるために、栄養バランスよ

く食事をとりましょう。風邪への抵抗力を高
める栄養素としては「ビタミンＡ」「ビタミン
Ｃ」がオススメです。

種類
効　果

（風邪に関して）
多く含む食品

ビタミン
Ａ

粘膜を強化する働き
（ウイルスは目や鼻

び く う
腔な

どの粘膜から侵入する）

カボチャ、ニン
ジン、ホウレン
ソウ、レバーな
ど

ビタミン
Ｃ

コラーゲンの生成に必
要。コラーゲンは血管や
各種内臓に分布し、不足
すると抵抗力がなくな
る。発熱によりビタミン
Ｃが消耗する

ピ ー マ ン、 ブ
ロ ッ コ リ ー、
ジャガイモ、レ
ンコン、レモン、
オレンジ、イチ
ゴなど

 ●風邪にかかってしまったら●
・ 風邪に効く食べ物として「ショウ

ガ」や「ネギ」といった食品が効

果的です。風邪のひき始めで寒気が
あるときに発汗を促し、血行をよく
して体を温める作用があります。

・ 「大根」や「大根おろし」は消化吸
収を促し、胃腸が弱っている場合に
でも負担が少なく、体力の回復に貢
献します。また、せきを止めたり、
たんを切るのにも役立ちます。

・ 水分はこまめに補給することを心がけ、消化
の良いおかゆやスープを合わせてとるように
しましょう。

●インフルエンザ予防接種を行っています●
　これからのインフルエンザ流行に備え、10
月１日から町内各医療機関で予防接種を行って
います。接種料金は１回2,000円です。なお、
65歳以上の方や中学生までのお子さんは接種
料金が全額補助（無料）となります。
　詳しくは、広報しかおい9月号で配布された
折り込みチラシをご覧にな
るか、トリムセンター（☎
66-1311）までお問い合
わせください。

　寒さが一段と厳しくなるこれからの季節は、健康な人でも風邪を引きやすくなり
ますね。特にインフルエンザは急性感染症の一種で、冬の寒さで抵抗力が弱り、空
気が乾燥する時期にインフルエンザウイルスが猛威を振るいます。風邪やインフル
エンザをこじらせてしまうと抵抗力が落ち、気管支炎や肺炎を引き起こします。

●栽培・収穫●
　国内では茨城県、長野県で多く生産され、北
海道は全国第３位の生産量（４％）で夏秋期に
は全国各地へ移出しています。7月～ 11月の道
内では道内産がほぼ100％ですが、冬春期は茨
城県などから移入されています。収穫時期はハ
ウス栽培で５月上旬から、路地栽培では７月上
旬からはじまり、10月で終了します。

●栄養成分・効用●
　水分が95％と比較的多く含まれています。ま
た、カリウム、カルシウム、リンなどの無機質
もバランス良く含まれます。うまみ成分のグル
タミン酸、アスパラギン酸が多く、また、甘味
を示すアラニン、セリンが含まれ煮込むと甘い
うま味がでます。

●選び方●

●保存方法●
　カットして使用すると傷みが早く進むため、
１枚ずつ外側から外して使います。暑い時期は、
全体をポリ袋に入れて冷蔵庫の野菜室に入れま
す。寒い季節なら新聞紙に包み冷暗所で保存し
ます。葉を上にして立てておくと、３週間程度
保存ができます。

●調理法●
　味にくせが無く、どんな材料とも合うので、
料理の幅が広い野菜です。鍋物、煮物のほか、
和え物、味噌汁の具、八宝菜、炒め物、スープ
煮やクリーム煮、サラダなどに使います。漬物
は塩漬けの白菜漬けや、韓国料理のキムチ漬け
が代表的です。

はくさい Chinese cabbage
　食卓の主役にも名脇役にもなる万能選手。鍋料理に欠かせない具材、体を温めて風邪予防に！

巻きが強く、
持った感じが
予想より重い

外側の葉の
先端の緑色が
濃く、傷んで
いない

葉の抱合が
しっかりして
いる

変色したり盛り
上がっているも
のは新鮮でない

☆ 白菜のおすすめレシピ ☆ 

『白菜ロール』

＜材料＞ 12 個分
白菜 12枚
ベーコン  12枚
ニンジン 小１本
コンソメ ２個
水 600ｍl

＜作り方＞
① 白菜は､ 厚い部分を薄く削いでおく｡ ニン

ジンは縦長に薄くスライスする｡ それぞれ
さっとゆでておく｡

② 白菜の内側にベーコン､ ニンジンを広げ､
軸の方から３種類を一緒に巻き､ 最後はつ
まようじで止める｡

③ 鍋に水を入れて火にかけ､ コンソメを溶か
す｡ ②を並べ入れて15分くらい煮る。

④ つまようじを取り除き、2 ～３等分斜めに
切る｡

⑤器に形良く盛り煮汁を少量かける。

＜１個あたり栄養価＞
エネルギー 56kcal 鉄 0.3mg
たんぱく質 1.9g 食塩  0.3g
脂質 4.0g 食物繊維 1.1g
カルシウム 32mg
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国民年金
インフォメーション

Information

町民課 戸籍年金窓口係

国民年金保険料は社会保険料控除の 
対象になります

～「社会保険料控除証明書」は年末調整・ 
確定申告まで大切に保管を～

通 

信

お気軽にご相談ください

鹿追町トリムセンター内

地域包括支援センター

居宅介護支援事業所

☎ 66-1311   � 66-1818

高齢者の方が元気でいられるためのお手伝いをします

　かいご先生のおかげで、ずっとやり
たくてもできなかった窓拭きをしても
らい、気持ちもスッキリしました。夫
も心臓が弱くなって無理をさせられな
くなっていたので助かりました。
　　
　窓拭きは大変な作業ですよね。サー
ビスが受けられて良かったですね。

　またかいご先生に相談したいことが
あるんです。これから雪が降る時期に
なりますが、除雪を誰に頼んだらいい
のか。夫にも頼れないし…
　
　そうですね。家族の方で手伝ってく
れる方はいますか？
　
　子どもたちは遠方で町内に頼れる身
内もいないです。近所の方で気にかけ
て手伝ってくれる人はいるのですが、
毎回頼むのは申し訳なくて…

　町では在宅高齢者の一人暮らしまた
は高齢者夫婦の方で日常生活上の援
助が必要な方を対象に除雪サービスを
行っています。

　どんな手続きが必要ですか？

　まず福祉課に相談してみてください。
花子さんがどのような除雪を希望する
かで紹介する事業所が変わってきます
ね。町には社会福祉協議会やボランティ
ア団体、民間業者があり、料金体系や
除雪の範囲などが違います。

　夫とも相談してから福祉課に行って
みます。

　　　　　　〜 次号へつづく 〜

知っておこう!! 除雪サービスについて

　10月31日（水）トリムセンターにおいて、「高齢者、障がい者が安心して暮らせる地域づくり」
を目指すため、十勝総合振興局の協力の下、町民との意見交換会を行
いました。１回目は、いきいきと元気に生活できるための「居場所」
や「住まい」をテーマにグループに分かれ町民自ら意見を出し合いま
した。話し合うことで課題を共有する場になったり、地域にあるもの
を上手に利用したり、地域にないものは作り上げるなどのアイデアが
出されました。
　今後も11月、12月の２回、意見交換会を行う予定です。

前回までのあらすじ･･･心臓病を患っている夫と二人暮らしの花子さん。
　花子さんは、腕が上がらず窓を拭くことも大変になり、困ってかいご先生に相談しま
した。福祉課に申請すると、花子さんの生活状況から「軽微な修繕」に「該当」するこ
とになり、無事に窓拭きの支援を受けられることになりました。 かいご先生

〜 高齢者、障がい者地域福祉体制づくり検討プロジェクト開催 〜

花子さん

　国民年金保険料は、納付した全額が社会保険料
控除の対象となります。申告できる金額は、平
成 24 年の１年間（１月１日から 12 月 31 日まで）
に納付した保険料の金額です。
　この社会保険料控除を受けるためには、納め
たことを証明する書類の添付が義務付けられて
います。
　このため、平成 24 年中に国民年金保険料を納
付した方については、生命保険会社などが発行
する控除証明書と同様に、１年間に納付した国
民年金保険料の額を証明する「社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書」（ハガキ）が、日本
年金機構から 11 月上旬または平成 25 年２月上旬
に送付されます。年末調整や確定申告をされる
ときに必要ですので、大切に保管してください。

① 11 月上旬に送付される方
　⇒ 平成 24 年１月１日から９月 30 日までの間に

国民年金保険料を納付した方
②平成 25 年２月上旬に送付される方
　⇒ 平成 24 年 10 月１日から平成 24 年 12 月 31 日

までの間に今年初めて国民年金保険料を納
付した方

　ご家族の国民年金保険料を納付した場合は、そ
の納付額の全額が納付した方の所得税などの社
会保険料控除対象となりますので、このような
場合は、年末調整等の手続きの際にご家族あて
に送られた「社会保険料（国民年金保険料）控
除証明書」も添付のうえ、ご自身の社会保険料
の額と合算して申告してください。

　社会保険料控除の対象は、今年中に支払った保
険料のため、「社会保険料（国民年金保険料）控
除証明書」に記載されている月分以外でも、平
成 24 年 12 月 31 日までの間に支払った保険料は
平成 24 年分として申告できます。ただし申告の
際には後から納付した分の「領収書」の添付が
必要です。
　また、過去に滞納や免除期間がある方も、平
成 24 年 12 月 31 日までに保険料を支払えば所得
控除を受けることが可能です。

　控除証明書が届かない場合など、下記「控除
証明書専用ダイヤル」または、帯広年金事務所
☎ 0155（25）8113 へお問い合わせください。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
の送付時期

家族の分も納付した方は

これから納付した保険料はどうなるの？

問合せ先

０５７０（０７０）１１７　( ナビダイヤル )

　０５０または０７０から始まる電話でおかけになる場合は　０３（６７００）１１３０
＜受付時間＞ 月～金曜日　午前８時 30 分～午後５時 15 分

　　　　　　ただし、月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は午後７時まで受付 

　　　　　　第２土曜日　午前９時 30 分～午後４時（祝日、12 月 29 日～１月３日はご利用いただけません）
　※ ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる場合は全国どこからでも、市内通話料金でご利用いただけます。

ただし、一般の固定電話以外（携帯電話等）からおかけになる場合は通常の通話料金がかかります。　

　※「０３（６７００）１１３０」の電話番号におかけになる場合は、通常の通話料金がかかります。

『控除証明書専用ダイヤル』
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情報ＢＯＸ情報ＢＯＸ

 「クリスマス会」のお知らせ

　クリスマス会に参加して、サンタさんと一
緒に楽しいひとときを過ごしませんか？ お待
ちしています。
■対　象　町内在住の未就学児と保護者
■日　時　12月20日（木）午前９時30分～
正午
■場　所　子育て支援センター
■内　容　親子でケーキ作り、歌、遊戯など
■会　費　650円（ケーキ、プレゼント代）
■持ち物　飲み物、皿、おしぼり、スプーン、
フォ－ク、バターナイフ
■申込み　12 月 10 日（月）までに、会費と
一緒に子育て支援センター（☎66-2239）ま
でお申し込みください。

子育て支援センター（☎･ � 66-2239）

お知らせ

　鹿追保育園へ訪問し、集団生活を経験してい
るお友達と楽しいひとときを過ごしませんか。
■対　象　町内在住の未就学児と保護者
■日　時　12月３日（月）午前10時～11時30分
■場　所　鹿追保育園（緑町３丁目 ）
■内　容　保育園児との交流
■持ち物　親子の上履き、飲み物
■申込み　必要ありません。当日、鹿追保育
園にお越しください。

子育て支援センター（☎･ � 66-2239）

「保育園開放日」のお知らせ

お知らせ

平成 25 年度 鹿追幼稚園 園児募集

　鹿追町立鹿追幼稚園の園児を募集します。
■入園対象
  ・町内全域の３～５歳児
  ・ 平成19年４月２日～平成22年４月１日ま

でに生まれた幼児
■保育時間
　月曜～金曜：午前８時40分～午後１時30分
　※預かり保育
　　早朝：午前８時～８時40分
　　残児：午後１時30分～４時
■保 育 料　鹿追町立鹿追幼稚園保育料徴収
条例、同施行規則によります。
■保育期間　４月～翌年３月まで
■入園希望者　入園願書に必要事項を記入の
上申し込み願います。　
■願　　書　鹿追幼稚園にあります。
■提 出 先　鹿追町立鹿追幼稚園
■申込期間　平成24年12月３日（月）～ 12
月17日（月）まで
  ※在園児で継続入園する場合は提出不要です。
■申込時間　午前８時30分～午後５時 15分

（土・日を除く）
■一日入園　平成 25 年２月 15 日（金）に予
定しています。面接も行います。
■問合せ先　鹿追幼稚園（仲町１丁目　☎
66-2104 � 66- 2167）

　教育委員会 幼稚園係（☎ 66-2104）

募　　集

　鹿追保育園および地域保育所（瓜幕、笹川、
通明、上幌内の各保育所）の新規入園（所）
児童を募集します。保育に欠ける要件や保育
開始日が未定であっても、平成25年度内に入
園（所）を希望される方は、その旨を明記の上、
お申し込みください。
■入園対象

【鹿追保育園】生後６カ月から就学前の児童
【地域保育所】満１歳児から就学前の地域の児童

※  地域外からの入所の場合は満３歳（４月２日現在）

から就学前の児童。ただし、ご希望の保育所に入所

できない場合があります。

■保育時間
【鹿追保育園】
月～金　7:30 ～ 18:30　
早朝　7:30 ～ 9:00　残児　15:30 ～ 18:30
土曜　7:30 ～ 16:00
早朝　7:30 ～ 9:00　残児　12:30 ～ 16:00

【地域保育所】
　月～金　8:30 ～ 17:00、土　8:30 ～ 12:00
■保育料　鹿追町立鹿追保育園及び町立地域
保育所条例、同施行規則によります。
■保育期間　４月～就学前まで
■申込み　①入園所申込書  ②平成24年分給
与所得の源泉徴収票、確定申告書等（写し） 
※後日提出願います。 ③同意書  ④就労（予定）
証明書 ※該当者のみ。⑤母子手帳写し※地域のみ。

■申込期間　平成24年12月３日～12月21日、
平日（月～金）午前８時30分～午後５時15分
■申込場所　鹿追保育園および各地域保育所
■その他　平成25年２月に面接を予定してい
ます。募集要項・申込用紙等は、各保育所・
子育て支援センター・町ホームページに備え
ています。
鹿追町 HP  http://www.town.shikaoi.lg.jp/
　都合により各種提出用紙を受け取れない方は
郵送します。問い合わせ先にご連絡ください。
■問合せ先
　鹿追保育園内 福祉課 保育庶務係（緑町３丁
目　☎･� 66-2754）

福祉課 保育庶務係（☎･ � 66-2754)

　平成 25 年度 鹿追保育園・地域保育所
　新規入園（所）児童募集

募　　集

　日本人拉致事件をはじめとする北朝鮮当局
による人権侵害問題に関する国民の関心を高
めるとともに国際社会と連携しつつ、北朝鮮
による人権侵害問題の実態を解明し、その抑
止を図ることを目的として、毎年12月 10日
から16日までを「北朝鮮人権侵害問題啓発週
間」とすることとされました。

新得警察署（☎ 0156-64-0110）

12 月 10 日から 16 日までは
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です

お知らせ

　地域保育所へ訪問し、集団生活をしているお
友だちと、楽しいひとときを過ごしませんか？
■対　象　地域（上幌内・笹川・瓜幕・通明）
の未就学児と保護者
■日　時　12月７日（金）午前10時～11時30分
■場　所　上幌内保育所（上幌内４線３ ）
■内　容　保育所児との交流・クリスマス遊び
■持ち物　親子の上履き
■申込み　必要ありません。当日、上幌内保
育所にお越しください。

子育て支援センター（☎･ � 66-2239）

「森のともだち」のお知らせ

お知らせ

　毎月計画しておりますので、気軽にご利用
ください。
■対　象　町内在住で一度もセンターを利用
したことがない未就学児と保護者
■日　時　12月26日（水）午後１時30分～５時
■場　所　子育て支援センター（東町２丁目）
■申込み　必要ありません。
■その他　この日の午後は一般開放をしてお
りませんので、ご了承ください。

子育て支援センター（☎･ � 66-2239）

「はじめましての日」のお知らせ

お知らせ

　毎月計画しておりますので、気軽にご利用
ください。
■対　象　町内在住の妊婦さんと６カ月未満
の親子
■日　時　12 月 28 日（金）午前 10 時～ 11
時30分
■内　容　親子の交流・ベビーマッサージなど
■場　所　子育て支援センター（ 東町２丁目）
■持ち物　バスタオル
■申込み　必要ありません。
■その他　この日の午前は一般開放をしてお
りませんので、ご了承ください。

子育て支援センター（☎･ � 66-2239）

「赤ちゃんの日」のお知らせ

お知らせ
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12 月 のカレンダー
■クリスマス会（図書館 10:00）■シルバー体操
教室（トリムセンター 10:00）■おはなしキャラ
バン（瓜幕小学校 12:50）
■ 18 カ月 ･3 歳児健診（トリムセンター 9:30）
■白寿大学（町民ホール 10:00）
■白寿大学祭作品展示（町民ホール）～ 21 日
■ペパーミントの会クリスマス会（トリムセン
ター 10:00）
■ 2010 年の会（トリムセンター 10:00）■食生活
改善推進協議会例会（トリムセンター 13:30）
■地域公開参観日（鹿追中学校 12:50）
■歳末地域安全特別巡回（町内 8:30）■未就園児
親子登園（鹿追幼稚園 9:30）■鹿追幼稚園クリス
マス会（鹿追幼稚園 10:00）■移動図書館車巡回（上
幌内保育所 12:15､ 上幌内小学校 12:50､ もみじの
里 15:00）
■移動図書館車巡回（瓜幕保育所 10:00､ 瓜幕小
学校 10:20､ 笹川保育所 10:55､ 鹿追中学校 13:10）
■子育て支援センタークリスマス会（子育て支援
センター 10:00）■ディスコン教室（スポーツセ
ンター 10:00）■おはなしキャラバン（通明小学
校 10:40）
■上幌内保育所親子クリスマス会（上幌内保育所
9:50）■移動図書館車巡回（鹿追幼稚園ばら ･ す
み れ 組 9:50､ 笹 川 小 学 校 13:20､ 瓜 幕 中 学 校
14:45､ 瓜幕団地 15:10､ 瓜幕支所 15:30）■白寿
大学祭（町民ホール 10:00）
■アートキッズクラブ（町民ホール 10:00）

■ 3･4 カ月児相談（トリムセンター 9:30）
■移動図書館車巡回（通明保育所 10:35､ 鹿追保
育園 12:00）■はじめましての日（子育て支援セ
ンター 13:30）
■健診結果説明会（トリムセンター 9:00）■あそ
びサークル（子育て支援センター 10:00）■鹿追
消防団歳末警戒（町内 19:30）
■赤ちゃんの日（子育て支援センター 10:30）
■鹿追町役場仕事納め

■鹿追保育園発表会（町民ホール 9:00）
■第 10 回ドッジボール大会（スポーツセンター
9:00）■キンボール教室（スポーツセンター 9:00）
■寺内タケシ＆ブルージーンズ in 鹿追（町民ホー
ル 14:00）
■鹿追保育園開放日（鹿追保育園 10:00）■こぐ
まクラブ集合訓練（鹿追幼稚園 10:00）■地域公
開参観日（瓜幕小学校 13:10）■全校参観日（鹿
追小学校 13:40）
■地域公開参観日（通明小学校 10:00）
■ 24･30 カ月児相談（トリムセンター 9:30）■移
動図書館車巡回（鹿追幼稚園ばら ･ すみれ組 9:50､
鹿追小学校 1･6 年 10:25､ 上幌内保育所 12:15､ 上
幌内小学校 12:50､ もみじの里 15:00）■おはなし
キ ャ ラ バ ン（ 笹 川 小 学 校 10:50､ 鹿 追 小 学 校
11:35）■スケート研ぎ方教室（スポーツセンター
19:00）
■瓜幕保育所保育参観日（瓜幕保育所 9:30）■地
域公開参観日（上幌内小学校 9:35）■帯広大谷短
期大学 ･ ボランティアサークル「もみじ」合同公
演（町民ホール 10:00）■シルバー体操教室（ト
リムセンター 10:00）■ディスコン教室（スポー
ツセンター 10:00）■移動図書館車巡回（瓜幕小
学校 10:20､ 鹿追中学校 13:10､ 瓜幕保育所 15:30､
笹川保育所 16:30）■地域公開参観日（瓜幕中学
校 13:15）
■鹿追幼稚園もちつき（鹿追幼稚園 10:00）■森
のともだち（上幌内保育所 10:00）■移動図書館
車 巡 回（ 鹿 追 小 学 校 3･5 年 10:25､ 笹 川 小 学 校
13:20､ 瓜幕中学校 14:45､ 瓜幕団地 15:10､ 瓜幕
支 所 15:30） ■ 地 域 公 開 参 観 日（ 笹 川 小 学 校
13:20）
■第 10 回日勝祭 ･ 神田日勝記念美術館友の会創立
20 周年記念式（町民ホールほか 18:00）

■ 6･12 カ月児健診（トリムセンター 9:30）■お
ひざだいすき！（6 カ月児対象）（トリムセンター
9:30）■平成 24 年度第 2 期常設展（神田日勝記念
美術館 10:00）
■移動図書館車巡回（通明小学校 10:10､ 通明保
育所 10:35､ 鹿追保育園 11:30､ 鹿追小学校 2･4 年
13:20）■おはなしキャラバン（上幌内小学校
15:20）

13（木）

14（金）

15（土）
16（日）

17（月）

18（火）
19（水）

20（木）

21（金）

22（土）
23（日）
24（月）
25（火）
26（水）

27（木）

28（金）

29（土）
30（日）
31（月）

１（土）
２（日）

３（月）

４（火）
５（水）

６（木）

７（金）

８（土）

９（日）
10（月）
11（火）

12（水）

役場庁舎（☎ 66-2311）
● 戸籍住民窓口時間延長 … 水曜日 19：00 まで（予約制）

国保病院（☎ 66-2031）
● 小児科診療  …  水曜日 13：30 ～ 16：00
● 夜 間 診 療  …  第 1 ～ 4 木曜日 18：00 ～ 19：30
● 脳神経内科診療 … 第２月曜日 14：00 ～ 16：00
● 眼 科 診 療  …  第 2・4 木曜日 18：00 ～ 19：30
● 循環器内科診療  …  第２土曜日 9：00 ～ 12：00
●  救 急 診 療  …  毎日、いつでも対応します。事前にご連絡ください。
● BCG 予防接種  …  第２火曜日 15：00 ～ 16：00
● MR･4 種混合ワクチンなどの予防接種  …  水曜日 13：30 ～ 15：30
　 ※ ワクチンの予約は接種日の１週間以上前にお願いします。
● 泌尿器内科診療  …  第１火曜日 13：30 ～ 16：00
● 呼吸器科診療  …  第 1・3 木曜日 18：30 ～ 19：30

トリムセンター （☎ 66-1311）
●  トリムセンターでの健康相談  …  木曜日 8：30 ～ 17：15（祝

日は休み）、上記以外は事前にご連絡ください。
● エアロビクス教室  …  木曜日 19：10
● ライトエアロビクス教室  …  火曜日 10：30
●  母子手帳・妊婦一般健康診査受診票発行  …  事前にご連絡く

ださい。
● 巡回型健康教室車両一般開放  …  第 1 木曜日 10：00 ～ 16：00

図書館（☎ 69-7170）
● 開館時間延長  …  金曜日 19：00 まで
● お は な し 会  …  第 1・3 水曜日 10：30
● おはなしどんどん  …  第 2・4 土曜日 10：00・14：00

■ 

第
２
次
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
広
域
計
画

（
原
案
）
に
関
す
る
住
民
意
見
募
集
の
実
施
に
つ
い
て

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
道
内
１
７
９
市
町
村
と
の
連
携
の
も
と
、
制
度

を
運
営
し
て
い
る
特
別
地
方
公
共
団
体
で
す
。

　
こ
の
た
び
広
域
連
合
で
は
、
広
域
連
合
と
市
町
村
が
連
携
し
な
が
ら
処
理
す
る
事
務
に
つ

い
て
定
め
た
「
広
域
計
画
」
が
平
成
24
年
度
末
で
期
間
満
了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
平
成
25

年
度
か
ら
の
新
た
な
広
域
計
画
（
第
２
次
広
域
計
画
）
を
策
定
し
ま
す
。

　
こ
の
第
２
次
広
域
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
次
の
と
お
り
広
く
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

１
．
募
集
案
件

　
　
【
募
集
案
件
】『 

第
２
次
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
広
域
計
画
（
原
案
）』 

に
つ
い
て

　
　
【
募
集
期
間
】
平
成
24
年
12
月
７
日
（
金
） 

～ 

平
成
25
年
１
月
７
日
（
月
）

２
．
公
表
す
る
資
料

　
　
『
第
２
次
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
広
域
計
画
（
原
案
）』

３
．
資
料
お
よ
び
募
集
要
領
の
入
手
方
法

　
　
意
見
募
集
の
開
始
日
か
ら
、
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

 （http://iryokouiki-hokkaido.jp/

）
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
次
の
場
所
で
配
布

し
ま
す
。

　
　
・ 

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
札
幌
市
中
央
区
南
2
条
西
14
丁
目　
国
保
会

館
内
）

　
　
・
鹿
追
町
福
祉
課
国
保
介
護
係
（
東
町
４
丁
目
１
番
地　
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
内
）

福
祉
課 

国
保
介
護
係
（
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
内
）　
☎
（ 

66
）
１
３
１
１

長
寿
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

　年末が近づき、大掃除の時期になってきました。
　ごみ収集量が１年間で一番多くなり、あわせて分別不良ごみも増
えます。冷蔵庫を大掃除して出てくる賞味期限切れの食品を、その
まま埋立ごみへ出していませんか？ 未開封の缶詰やレトルト食品は
必ず開封し、中身は生ごみとして、容器は素材に
合わせた分別をして排出してください。
　また、金属製の調理器具などは資源ごみとして
無料で受け入れしていますが、埋立ごみとして排
出されるケースが目立ちます。貴重な資源の分別
にご協力ください。

●担当者からひとこと　　年末年始は臨時ごみステーションを設置します

　年末年始のごみ収集は、一部地域を除き平成24年12月29日（土）から平成25
年１月６日（日）までお休みさせていただきます。休み期間中は、ひまわりセンター

（元町４丁目）に臨時ごみステーションを設置しますのでご利用ください。利用の
際は、資源ごみ（常設）・生ごみ（臨時）・埋立ごみ（臨時）の分別をお願いします。

年末の大掃除
ごみの分別は大丈夫ですか？
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「尾木ママの子どもの気持

ちが「わかる」すごいコツ」

尾木直樹／著

　教育評論家でもあり、さま
ざまなTV番組にも出演、「尾
木ママ」の愛称で親しまれて
いる尾木先生著書の本です。思春期の子を持つ
親としては、いろいろと大変な場面が多々あり
ますが、とても幸せな時間でもあります。ぜひ
読んでみてください。　　　　　　　（A.Sさん）

「ニッポンの風景」

　　　　　　島田アツヒト

　一本の木からながめた時
系列の絵本です。10年20
年、時間の流れとともに発
展する村が描かれていま
す。大阪・住吉大社のクスノキがモデルで、原
野から田園風景、開発が進んで都会になる様子
が緻密に書き込まれてじっくり読みたい、大人
も楽しめる絵本です。

▼
新
刊
案
内
▲

一 般 教 養 書

一 般 文 芸 書

文庫・新書

絵本・児童書

私の好きな本

■ この他にも新刊を用意しています。ぜひご来館ください。

図書館員のオススメ

Steve Jobs Special ジョブズと11人の証言
　　　　　　　　　／ NHKスペシャル取材班
いのちの使いかた　　　　　　／日野原重明
小さく始めて１億売ったママ起業　私の方法
　　　　　　　　　　　　　　　／園田正世
持ち歩き花屋さんの花図鑑　　　／井越和子

自殺の国　　　　　　　　　　　／柳　美里
ノエル　a story of stories　　  ／道尾秀介
ソロモンの偽証　全三部　　　／宮部みゆき
上海、かたつむりの家　　　　　　　／六六

あなたの知らない北海道の歴史（歴史新書）
　　　　　　　　　　　　　　　／山本博文
JAL再建の真実（講談社現代新書）
　　　　　　　　　　　　　　　／町田　徹
夜桜（光文社文庫）　　　　　　 ／佐伯泰英
ザ・ウーマン（扶桑社ミステリー）
　　　　　　　　　／ジャック・ケッチャム

１年生からひとりでお弁当を作ろう／坂本広子
クリスマスあったかスープ（パンダのポンポン）
　　　　　　　　　　　　　　　／野中　柊
シニガミさん２　　　　　　　　／宮西達也
プレゼント　　　　　　　　　／ボブ・ギル

〜 年末年始のお知らせ 〜

　本年も、たくさんの方に鹿追町図書館をご
利用いただきありがとうございました。
　来年もより一層、皆さまに利用していただ
ける図書館を目指していきますので、よろし
くお願いします。

＊ 年末年始の休館日 ＊
　12月30日（日）〜１月５日（土）

　冬になると、寒くてどうしても家の中にい
ることが増えてきます。
　あなただけのお気に入りの一冊、新しい本
でゆったりとくつろぎのひとときを過ごして
みませんか？
　利用者の方一人ひとりのご
希望に応えられるよう、さま
ざまな本を用意してお待ちし
ております。

〜 お知らせ 〜

然
別
湖
に
お
い
て
、
12
月
は

一
年
の
中
で
一
番
静
か
な

時
期
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
観
光
客

の
に
ぎ
わ
い
か
ら
見
る
と
夏
シ
ー

ズ
ン
と
冬
シ
ー
ズ
ン
の
ち
ょ
う

ど
狭は
ざ
ま間

で
あ
り
、
環
境
か
ら
見
て

も
ヒ
グ
マ
な
ど
一
部
の
野
生
動
物

は
冬
眠
に
入
り
、
冬
眠
し
な
い
動

物
も
活
動
時
間
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
夏
に
然
別
湖
で
子
育
て
し
て

い
た
夏
鳥
た
ち
は
既
に
南
へ
旅

立
っ
て
し
ま
い
、
木
々
の
中
は

留り
ゅ
う
ち
ょ
う
鳥
（
年
間
を
通
し
て
そ
の
地

域
に
留
ま
る
野
鳥
）
の
姿
だ
け
。

そ
の
彼
ら
も
春
に
鳴
く
サ
エ
ズ
リ

は
歌
わ
ず
、「
地
鳴
き
」
と
い
う

人
間
で
言
え
ば
話
し
言
葉
の
よ
う

な
目
立
た
な
い
声
で
お
互
い
会
話

し
て
い
ま
す
。

　
世
間
一
般
か
ら
す
る
と
、
こ
の

様
子
は
一
見
『
地
味
な
季
節
』
に

映
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
然
別
湖
に
年
中
接
し
て
い
る
筆

者
か
ら
見
る
と
、
地
味
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
こ
れ
は
こ
れ
で
大
切

な
季
節
。
山
は
冬
の
装
い
に
衣
替

え
し
、
湖
も
夏
の
に
ぎ
わ
い
の
疲

れ
を
癒
や
す
か
の
よ
う
に
深
呼
吸

し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
と
て
も

落
ち
着
い
た
毎
日
。

　
こ
う
い
っ
た
切
り
替
え
の
時
間

と
い
う
の
は
、
人
だ
け
で
な
く
自

然
に
と
っ
て
も
必
要
な
の
で
し
ょ
う
。

本
格
的
な
冬
を
目
の
前
に
、

木
々
や
動
物
、
野
鳥
そ
し

て
虫
た
ち
は
、
越
冬
に
向
け
た
準

備
が
あ
ら
か
た
整
い
、
そ
の
時
が

訪
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
か
の
よ

う
な
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
流

れ
て
い
ま
す
。
エ
ゾ
シ
カ
達
は
夏

の
間
個
々
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た

が
、
晩
秋
の
こ
ろ
か
ら
集
ま
り
だ

し
群
れ
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
然
別
湖
周
辺
で
は
、
数
頭
か
ら

10
頭
く
ら
い
の
群
れ
が
干
し
草
の

よ
う
に
枯
れ
た
フ
キ
を
ム
シ
ャ
ム

シ
ャ
食は

む
姿
が
よ
く
見
か
け
ら
れ

ま
す
。
人
を
見
つ
け
て
も
大
し
て

驚
か
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
食
事
を
続

け
ま
す
。
そ
し
て
人
通
り
が
少
な

く
な
っ
た
道
路
へ
た
ま
に
出
て
き

て
は
、
然
別
湖
の
温
泉
街
を
ま
る

で
観
光
客
の
ご
と
く
散
策
す
る
よ

う
に
そ
ぞ
ろ
歩
き
し
て
は
、
反
対

側
の
森
に
抜
け
て
い
く
姿
が
実
に

面
白
い
。
こ
れ
も
こ
の
季
節
な
ら

で
は
の
光
景
で
す
。

寒
風
が
吹
き
す
さ
び
、
星
空

の
き
れ
い
な
夜
に
は
地
上

の
熱
が
星
々
へ
吸
い
寄
せ
ら
れ
る

よ
う
に
奪
わ
れ
、
し
ん
し
ん
と
冷

え
る
の
に
合
わ
せ
て
霜
の
声
が
聞

こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

　
霜
を
ま
と
っ
た
草
木
と
、
シ
ャ

リ
シ
ャ
リ
と
霜
柱
を
踏
み
し
め
て

雪
を
待
つ
日
々
。

　
雪
は
時
に
厄
介
な
存
在
に
も
な

り
ま
す
が
、
厚
く
積
も
れ
ば
極
寒

か
ら
身
を
守
っ
て
く
れ
る
断
熱
材

に
も
な
り
ま
す
。
地
中
や
地
面
の

植
物
の
根
や
種
子
は
、
霜
に
耐
え

な
が
ら
根
雪
が
降
る
の
を
さ
ぞ
心

待
ち
に
し
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。

雪
と
共
に
過
ご
し
て
き
た
こ
の
地

域
で
は
、
雪
は
欠
か
せ
な
い
存
在

で
す
か
ら
。

12
月
中
旬
か
ら
年
末
に
か
け

て
、
森
や
湖
が
真
冬
の
寒

さ
に
凍
え
な
い
よ
う
冬
の
眠
り
に

つ
く
こ
ろ
、
森
に
は
空
か
ら
雪
の

毛
布
が
、
湖
に
は
氷
の
布
団
が
静

か
に
か
け
ら
れ
ま
す
。

昨
年
の
平
成
23
年
、
然
別
湖

の
全
面
結
氷
は
12
月
19
日

で
し
た
。
さ
て
今
年
は
何
日
に
結

氷
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

湖
が
結
氷
し
だ
す
こ
ろ
か
ら
、

平
成
25
年
１
月
26
日
よ
り
開
催
の

「
２
０
１
３
し
か
り
べ
つ
湖
コ
タ

ン
」
の
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。

『 

雪 

待 

月 

』

～ 

陰
暦
11
月
（
陽
暦
12
月
頃
）
～

針葉樹の森に雪が降り積もる

霜をまとう草木
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小中高一貫教育
教育委員会 学校教育課  ☎66-2646学

生涯学習情報
び

平成 24 年度鹿追町小中高一貫教育研究大会を終えて
～ 一貫教育の新たな一歩 ～

北海道教育の日協賛事業

ふれあい２０１２  i n  鹿追
～ 今年のテーマは『ハロウィ−ン』 ～

●平成 24 年度鹿追町小中高一貫教育研究大会　講演概要
　「地域を知り、世界を知る
　−これからの小中高一貫教育に求められるもの−」

北星学園大学経済学部教授　小野　有五　氏

■地　震 
　世界には、大きな地震が起きていない場所と毎日のように起きている場所がある。カナダではほ
とんど無い。日本は４つのプレートがぶつかっているため地震が多い（３・１１は太平洋プレート
が北米プレートの下に沈み込むことにより起きた）。また直下型地震も多い。
　日本列島は他の国と違う。それを子どもたちも学習しなければならない。

■自然環境
　グリーンランドの地質（雪質）調査では、二酸化炭素の濃度が上がっている。今世紀末には、現
在の２倍くらいになる可能性がある。ゴミの始末や原発の問題などは先送りしてはならない。持続
可能な開発のための教育（ESD ； Education for Sustainable Development）を考えると「今だけ良け
れば・・・」ではだめである。
　地域に最も適した再生可能エネルギーを考えていくことが大切。十勝は冬の日照率が高く、太陽
光発電などが適している。

■鹿追のジオパーク構想
　世界で最初の、凍土と火山をキーワードとしたユニークな取り組みである。また、学校教育と
の連携が既に図られていることも鹿追の有利な点である。そのような中で、ガイドの養成や雇
用、エコツーリズム※と先住民族との関わりなども含め連携していくことにより、一層素晴らしい 
新地球学ができていくのではないかと考える。

※エコツーリズム：自然・歴史・文化など地域固有の資源を生かした観光を成立させること

鹿追町小中高一貫教育推進会議 委員長（北海道鹿追高等学校 校長）　菅原　浩

　９月 21 日、290 人を超える参加の下「鹿追町小中高一貫教育研究大会」を開催い
たしました。
　研究大会では、午前に鹿追小学校・鹿追中学校・鹿追高校を会場とし、町内全ての小・
中学校そして高校の８校が、数学・環境そして英語教育に関する授業を公開しました。
午後は町民ホールに会場を移し、鹿追高校３年生がストニィプレイン町の生徒たち

と、環境や資源保護をテーマに英語で討論している映像を見ていただきました。
　全体会の講演では、今期より本研究の運営指導委員長をしていただいております、北星学園大学
教授　小野有五先生に講演をいただき、本町の一貫教育に多くの示唆をいただきました。鹿追町の
一貫教育は「カナダ学」から始まり、新たに「新地球学」という環境教育を加え、日々進化してい
ます。その評価は道内外で非常に高く、他に誇れる教育内容と自負しております。
　来年度もこの研究成果を検証するため、研究大会を実施する予定でおります。
　これからも、さらに教育の質の向上を目指し努力してまいりますので、ご理解のほどよろしく 
お願いいたします。

　10 月 21 日 ( 日 )、今年で 13 回目となる北海道教育の日協賛事業「ふれあい 2012 in 鹿追」が鹿追小
学校をメーン会場に開催されました。町内の保育園・幼稚園児・小中高生と、保護者・地域住民・
教育関係者の計 257 人が集まりました。今年は「ハロウィ−ン」をテーマに、午前中はゲームや商
店街のウォークラリー、午後からはＰＲポスター作りやグループ座談会など、子どもたちと保護者・
地域の人々との関わりや中高生のリーダーシップを大切にしたさまざまな活動が行われました。
　中高生が準備や当日の進行などに大活躍し、保護者や地域の皆さまより協力をいただき大変盛り
上がった行事となり、異世代の交流も深めることができました。

小中高の代表による「ふれ
あい宣言」でスタート

日
本
人
英
語
教
師

（
Ｊ
Ｔ
Ｅ
）
に
よ

る
英
語
で
の
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
紹
介

神田日勝記念美術館では、マ
ント作りをしました

お
菓
子
と
シ
ー
ル
を

も
ら
っ
て
大
喜
び

高校生リーダーによる
各グループの発表

ＰＴＡ役員の皆さんが
司会をしてくれました

で
き
あ
が
っ
た
ポ
ス
タ
ー
は

お
店
な
ど
で
見
ら
れ
ま
す

ゲームや自己紹介では、
仲良し高校生が楽しく
進めてくれました 今

年
も
お
い
し
か
っ
た

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
手
作
り
カ
レ
ー

開会式 アイス・ブレイク

昼　食

ハロウィ−ン・ウォークラリー

グループ座談会

ＰＲポスター作り

トリック オア 
トリート！
お菓子をくれないと
いたずらするぞ！

次はどこに行くの？
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今
月
の
表
紙

　

表
紙
の
写
真
は
、
11
月
10
日
に
開
催
さ
れ

た
「
瓜
幕
小
学
校
・
瓜
幕
保
育
所
合
同
学
習

発
表
会
」
の
様
子
で
す
。

　

１
・
２
年
生
の
劇
「
も
も
た
ろ
う
」
で

威
勢
良
く
鬼
ヶ
島
の
鬼
退
治
へ
出
発
す
る

シ
ー
ン
。
懸
命
に
演
技
す
る
子
ど
も
た
ち

に
、
父
母
を
は
じ
め
観
衆
は
大
き
な
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

町民課  戸籍年金窓口係

エ
ッ
セ
イ

　
生
ま
れ
て
こ
の
方
、
大
し
た
故
障
も
な
く
動
い
て
い
た
の
に
、
四
・
五

年
前
か
ら
急
に
動
き
が
鈍
く
な
っ
た
。

　「
ま
っ
、
こ
れ
も
齢
の
せ
い
や
し
仕
方
な
い
わ
」
と
、
大
し
て
気
に
も

し
な
か
っ
た
が
、
昨
年
は
急
に
調
子
が
最
悪
と
な
り
、
取
り
替
え
の
き
か

な
い
エ
ン
ジ
ン
が
停
止
寸
前
の
事
態
と
な
っ
た
。
そ
ん
な
時
で
も

　「
傘
寿
ま
で
生
き
た
い
な
ぁ
ー
」
な
ど
と
欲
深
い
こ
と
を
考
え
た
り
し

て
い
た
も
の
だ
。

　
幼
い
頃
の
私
は
、
真
っ
黒
な
顔
で
近
所
の
ガ
キ
大
将
と
、
近
く
の
野
山

を
一
日
中
駆
け
回
っ
て
い
た
。

　「
輝
子
！
　
女
の
子
ォ
や
さ
か
い
女
ら
し
ゅ
う
し
な
は
れ
、
お
嫁
の
も

ら
い
手
、
の
う
な
る
え
」

と
、
い
つ
も
祖
母
に
叱
ら
れ
て
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
若
い
頃
は
、
頭
で
あ
れ
こ
れ
考
え
る
よ
り
体
が
先
に
動
い
て
い
て
、
な

ん
で
も
思
い
つ
く
と
最
後
ま
で
や
り
と
げ
た
い
。
失
敗
に
終
わ
っ
て
も
あ

ま
り
苦
に
し
な
く
、
そ
れ
が
長
所
で
あ
り
欠
点
で
も
あ
る
。

　
一
日
中
「
ボ
ヤ
ー
」
と
、
過
ご
し
た
記
憶
が
少
な
い
。
早
い
話
、「
貧

乏
性
っ
て
こ
と
や
」
と
割
り
切
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
昨
年
暮
れ
よ
り
の

遊
び
癖
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
の
か
、
春
の
目
覚
め
が
な
か
な
か
訪
れ
な
い
。

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
、
桜
が
散
り
季
節
は
確
実
に
木
々
を
緑
に
変
え

て
い
る
の
に
…

　
六
月
に
は
無
事
に
傘
寿
を
迎
え
ら
れ
そ
う
だ
し
、
水
墨
画
教
室
も
再
開

出
来
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

　
今
し
ば
ら
く
、
ポ
ン
コ
ツ
エ
ン
ジ
ン
に
、

　「
も
う
一
寸
、
が
ん
ば
っ
て
や
」
と
、
や
さ
し
く
煽お

だ

て
な
が
ら
、
無
理

を
し
な
い
で
付
き
合
っ
て
も
ら
う
と
し
よ
う
。

　
こ
れ
か
ら
の
余
生
を
楽
し
く
老
い
る
た
め
に
。

ポ
ン
コ
ツ
エ
ン
ジ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
　
早
川
　
輝
子

今
日
も
ま
た
小
さ
な
荷
物
届
き
お
り

　
　
　
　
　
　
見
知
ら
ぬ
店
の
常
連
と
な
り
て
　
　
　
　
　
森
住
　
陽
子

あ
な
た
の
眼
に
映
り
て
に
じ
む
母
の
影

　
　
　
　
　
　
バ
ー
ミ
リ
オ
ン
の
港
の
夕
な
ぎ
　
　
　
　
　
尾
上
ひ
と
み

終
焉
の
間
近
と
な
り
て
秋
の
薔
薇

　
　
　
　
　
　
今
を
先
途
と
色
濃
く
咲
け
り
　
　
　 

　
　  

矢
萩
　
悦
子

道
の
辺
の
ス
ス
キ
の
穂
波
渡
る
風

　
　
　
　
　
　
浮
雲
残
し
て
陽
の
沈
む
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
利
子

短
歌
会
詠
草

鳥
の
来
て
啄
む
バ
ラ
の
実
の
赤
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
　
秋
代

庭
先
に
は
な
し
の
弾
む
菊
日
和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
条
　
照
子

奪
わ
れ
し
も
の
は
心
よ
紅
葉
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
妙
子
　

秋
蒔
の
小
麦
の
列
の
整
ひ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
澄
子

四
季
の
会

菊
ま
つ
り
余
禄
の
人
生
輝
か
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
龍
太

残
菊
や
頭
を
下
げ
て
主
待
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
辺
　
美
佳

八
十
路
に
は
八
十
路
の
オ
シ
ャ
レ
菊
薫
る
　
　
　
　
　
　
　
早
川
　
輝
子

矢
の
如
し
明
日
は
早
く
も
菊
ま
つ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
沼
　
絃
一

鹿
笛
吟
社

22

紅
葉
ま
だ
炎
え
て
こ
と
ば
の
熱
く
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
朝
子

有
り
が
と
う
の
言
葉
に
笑
顔
小
春
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
誠
子

散
策
の
足
を
早
め
る
初
冬
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
和
夫

白
寿
大
学
俳
句

 

善
意

　
　
　
　  

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
敬
称
略
）

■
金
銭
預
託

▽
町
へ

・
石
山
隆
英　
　
　
　
　
　
　
　

＝
１
万
円

・
佐
藤　

稔　
　
　
　
　
　
　
　

＝
５
千
円

■
物
品
等

▽
町
へ

・
鹿
追
町
商
工
会
女
性
部
（
鈴
木
朝
子
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
大
型
絵
本

・
鹿
追
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
堀
川
昌
廣

会
長
）

　
　

＝
防
犯
紙
芝
居
セ
ッ
ト
・
絵
本
等
図
書

▽
福
祉
団
体
へ

・
津
田
フ
サ
子　
　
　
　
　

＝
リ
ン
グ
プ
ル

・
小
原
光
意　
　
　
　
　
　

＝
リ
ン
グ
プ
ル

・
田
中　

実　
　
　
　
　
　

＝
リ
ン
グ
プ
ル

・
鹿
追
町
役
場
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　

＝
古
切
手
１
８
１
９
枚

・
鹿
追
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会

　
　
　

＝
古
切
手
２
５
６
枚
・
リ
ン
グ
プ
ル

　皆さまがまちづくりに対して、日ごろ感じていること（提
言・要望など）をお寄せください。
●郵　  便　 定期的に広報しかおいに折り込まれる用紙に

記入し、投函してください。
●Ｆ Ａ Ｘ　FAX番号 0156- 66-1020
●メ ー ル　 町ホームページ上から送信できます。
　　　　　  http//www.town.shikaoi.lg.jp/

企画財政課 広報広聴係

あなたの声をまちづくりに！
やまびこメールをお待ちしてます

戸 籍 の 　 　 　 口

10 月 受 付 分

結 いついつまでも
　　おしあわせに

髙橋　信夫さん　＝　井出　有紀さん
(東瓜幕中央班)

清水　陵嗣さん　＝　丹田　秀美さん

鈴木　直人さん　＝　半場　智美さん

婚

出 こんにちは
　　よろしく

髙橋　玲
れ い

偉くん　　智彦　 上幌内行政区

杉本　琥
こ す け

宥くん　 修　　 柏木区

佐々木悠
はるまさ

匡くん　 基之　 あかね区

柴田　陽
ひな

ちゃん　  雅紀　 上幌内行政区

西垣　真
ま お

緒ちゃん  宗則　 下鹿追２班

生

窓

人  の  う  ご  き
　　　　　　　　　　  10月末現在
　　　　　　　　　　  （対前月比）

　世　帯　　2,445戸  （－   7）
　人　口　　5,644人  （－ 12）
　　男　　　2,773人  （－   4）
　　女　　　2,871人  （－   8）

お名前が旧字体などの場合、常用漢字で記載させて
いただく場合がありますのでご了承ください。

石田　四郎さん   79歳　中央１区

松谷　庄昭さん   73歳　新緑区

舛田　愛子さん   82歳　中央１区

成田　隆さん　   94歳　中央１区 

田中徳次郎さん   92歳　平和区

渕上　正子さん   70歳　南瓜幕東班

死 ごめいふくを
　　お祈りします亡
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TOWN  OF  SHIKAOI
鹿 追 町 役 場

お菓子をくれないといたずらしちゃうよ
10月29日　子育て支援センター ハロウィーン

〒081-0292
北海道河東郡鹿追町東町1丁目15番地1
　☎ 0156-66-2311　FAX 0156-66-1020

【鹿追町ホームページ】　http://www.town.shikaoi.lg.jp/

CMソングなどおなじみの曲で聴衆を魅了
10月27日　鹿追中学校吹奏楽部第26回定期演奏会

「よさこいソーラン鹿童」の迫力ある演舞
11月４日　鹿追町民文化祭 芸能発表

丹精の心が香る 菊花
10月31日〜 11月４日　鹿追町民文化祭 作品展示


